
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天井板に矩形状の開口を設けこの開口には矩形状の天井取付機器を隙間なく収容した天
井取付機器用サイズアップ枠において、
　前記天井板の開口よりも外形の小さい前記天井取付機器を前記開口に収容するに当たり
、この天井取付機器と開口との隙間を塞ぐためのサイズアップ枠を備え 、

サイズアップ枠の表面と天井
取付機器の表面とはスムーズに連なるように形成されることを特徴とする天井取付機器用
サイズアップ枠。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば天井埋込型空気調和機等の天井内に収納される矩形状の天井取付機器を
備えた天井取付機器用サイズアップ枠の改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、家屋の天井板に矩形状の開口を設けておいて、この開口には矩形状の天井取付機
器を隙間なく収容した例えば天井埋込型空気調和機等の天井取付機器は知られている。こ
の種のものでは古い天井取付機器を新しいものに交換する際などには、従来の機種よりも
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ており 該サイズ
アップ枠は、前記天井取付機器側の縁部に段凹部を有し、この段凹部を前記天井取付機器
の化粧パネル縁部の裏面から該化粧パネルに固定して、前記



サイズがコンパクト化されているのが通常であり、サイズがコンパクト化された天井取付
機器を開口に収容する場合にはこの天井取付機器と開口との隙間を塞ぐためにサイズアッ
プ枠が一般に用いられる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来のサイズアップ枠は、コーナー部品とストレート部品とからなり、隅部に夫々コーナ
ー部品を設け、夫々のコーナー部品間をストレート部品でつなぐように設計されている。
しかしながら、従来の構成によれば、部品点数が多くなると共に、夫々のつなぎ部の隙間
を塞ぐのが困難になるという問題がある。
【０００４】
そこで、本発明の目的は、上述した従来の技術が有する問題点を解消し、部品点数を少な
くし、しかも種々の大きさの隙間を簡単に塞ぐことのできる天井取付機器用サイズアップ
枠を提供することにある。
【０００５】
　請求項１に記載の発明は、天井板に矩形状の開口を設けこの開口には矩形状の天井取付
機器を隙間なく収容した天井取付機器用サイズアップ枠において、前記天井板の開口より
も外形の小さい天井取付機器を前記開口に収容するに当たり、この天井取付機器と開口と
の隙間を塞ぐためのサイズアップ枠を備え 、

サイズアップ枠の表面と天井取付機器の表面とはスムーズ
に連なるように形成されることを特徴とするものである。
【０００６】
本発明によれば、例えば、サイズアップ枠を天井取付機器に取付けた後に、この天井取付
機器を天井の開口に収納することにより、隙間なく天井の開口を塞ぐことができるもので
ある。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による天井取付機器用サイズアップ枠の一実施の形態を、添付図面に基づい
て説明する。
【０００８】
図１は、天井埋込型空気調和機を示す。この空気調和機１は４方向の天井カセット型エア
コンと呼ばれる空気調和機（天井取付機器）であり、本体２と化粧パネル３とから構成さ
れている。本体２は天井裏４に収納されるものであり、その内部には熱交換器や送風機等
（いずれも図示せず）が収納される。
【０００９】
　化粧パネル３は天井板５面と略面一になるようにこの本体２の下方に配置されている。
６は吸込グリルであり、化粧パネル３の略中央に取付けられている。７ａ，７ｂ，７ｃ，
７ｄは吹出口であり、吸込グリル６のまわりに設けられている。図示を省略した送風機の
運転が開始されると、室内空気は吸込グリル６に吸い込まれた後、図示を省略した熱交換
器にて例えば冷却された後、４方向の吹出口７ａ，７ｂ，７ｃ，７ｄから吹き出される。
この時、各吹出口　　  ７ａ，７ｂ，７ｃ，７ｄから吹き出された風は、実線の矢印で示
すように化粧パネル３の各吹出口７ａ，７ｂ，７ｃ，７ｄの外側の表面から枠部品１０１
～１０４の表面に沿って 。
【００１０】
この実施の形態によれば、天井板５には矩形状の開口２００があけられ、この開口２００
と本体２の外周との間には隙間２１０が形成される。このように隙間２１０が形成される
のは、以下の理由による。
【００１１】
すなわち、この種の空気調和機１を、馬力アップ等のために新型の空気調和機１に交換す
る場合には、サイズ的にも改良が加えられるので、従来の機種よりもサイズがコンパクト
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ており 該サイズアップ枠は、前記天井取付機
器側の縁部に段凹部を有し、この段凹部を前記天井取付機器の化粧パネル縁部の裏面から
該化粧パネルに固定して、前記

スムーズに流れる



化されるのが通常である。
【００１２】
このサイズがコンパクト化された新型の空気調和機１を、従来の機種が収納されていた開
口２００に収容するとなると、この空気調和機１の化粧パネル３と開口２００との間には
必然的に隙間２１０が形成される。
【００１３】
この実施の形態によれば、この隙間２１０を塞ぐために、以下のように構成された樹脂製
のサイズアップ枠１００が用いられる。
【００１４】
このサイズアップ枠１００は、図２及び図３に示すように、夫々が略Ｌ字状に形成された
４つの枠部品１０１～１０４の組み合わせで構成される。図２は３馬力空気調和機用、図
３は５馬力空気調和機用のサイズアップ枠１００を示す。３馬力、及び５馬力空気調和機
用を含めて、４つの枠部品１０１～１０４は夫々短く曲げられた部分１０１ａ～１０４ａ
の長さが等しく形成される。これに対して、長く曲げられた部分１０１ｂ～１０４ｂの長
さは、サイズアップ枠１００の大きさ、形状等に応じて適宜可変される。
【００１５】
４つの枠部品１０１～１０４は図示を省略した単一の金型を用いて製造することができる
ので、製造は容易である。上述の長く曲げられた部分１０１ｂ～１０４ｂの長さの可変は
、具体的には図示を省略した金型に入子（図示せず）を挿入すること等により対応される
。
【００１６】
次に、サイズアップ枠１００の取付け手順を説明する。
【００１７】
夫々の枠部品１０１（～１０４）には、図４に示すように、段凹部１１０が形成される。
この段凹部１１０には化粧パネル７の側縁７ａが嵌め合わされ、この化粧パネル７と枠部
品１０１（～１０４）とは複数のねじ１１３により結合される。これによれば、サイズア
ップ枠１００は化粧パネル７にねじ止めされ、サイズアップ枠１００と一体になった化粧
パネル７が本体２に結合される。このとき、図１に示されるように、空気調和機１の化粧
パネル７の表面とサイズアップ枠１００の表面とがスムーズに連なるように形成される。
【００１８】
要するに、この実施の形態によれば、サイズアップ枠１００は略Ｌ字状に形成された４つ
の枠部品１０１～１０４の組み合わせで構成され、各枠部品１０１～１０４はコーナー部
一体形であるので、組み付け作業は容易になるし、従来のものに比べて部品点数を削減す
ることができる。また、各枠部品１０１～１０４は単一の金型で製造することができるの
で、金型のコストを低減できると共に、枠部品１０１～１０４の製造コストも低減するこ
とができる。
【００１９】
また、化粧パネル７の表面とサイズアップ枠１００の表面とがスムーズに連なるように形
成されるので、各吹出口７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄから吹き出された風は、化粧パネル３の
各吹出口７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄの外側の表面から枠部品１０１～１０４の表面に沿って
スムーズに流れ、さらに、サイズアップ枠１００を取り付けたことにより、各吹出口７ａ
、７ｂ、７ｃ、７ｄの外側の寸法が長くなるので、吹出風はサイズアップ枠１００の位置
から下方へ流れる。これにより、吹出風は天井面に当たりにくくなり、天井板５へのスマ
ッジングが少なく抑えられ、天井面の汚れを軽減することができる。
【００２０】
以上、一実施の形態に基づいて本発明を説明したが、本発明は、上記実施の形態に限定さ
れるものではない。例えば上記実施形態では、サイズアップ枠１００の取付方法を説明し
たが、この方法に限定するものではなく例えばサイズアップ枠１００を本体２に取付ける
こと等も可能である。
【００２１】
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【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、サイズアップ枠はこのサイズアップ枠の表面と
天井取付機器の表面とをスムーズに連なるように形成されるので、各吹出口から吹き出さ
れた風は、化粧パネルの各吹出口の外側表面から枠部品の表面へスムーズに流れ、

ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による一実施の形態を示す斜視図である。
【図２】サイズアップ枠を示す平面図である。
【図３】サイズアップ枠を示す平面図である。
【図４】サイズアップ枠を化粧パネルに取付ける手順を示す斜視図である。
【符号の説明】
１　空気調和機（天井取付機器）
３　化粧パネル
５　天井板
１００　サイズアップ枠
１０１～１０４　枠部品
１０１ａ～１０４ａ　短く曲げられた部分
１０１ｂ～１０４ｂ　長く曲げられた部分
２００　開口
２１０　隙間
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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天井面
へのスマッジングが少なく抑えられると共に、前記サイズアップ枠の取り付け作業を安全
かつ容易に行うこと



【 図 ４ 】
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